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ふれあい情報 

 

解散・総選挙 

 
 

年
寄
り
い
じ
め
の
安
倍
政
権
ス
ト
ッ
プ
！ 

 

退
職
者
連
合
は
、
一
一
月
一
八
日
（
火
）

連
合
本
部
三
階
Ａ
会
議
室
で
役
員
や
幹
事
三

二
人
が
出
席
し
て
第
二
回
幹
事
会
を
開
催
し

ま
し
た
。
会
議
で
は
、
役
員
（
事
務
局
長
次

長
）
補
選
、
幹
事
・
監
査
の
交
代
を
承
認
。

協
議
事
項
で
は
、
二
〇
一
五
年
の
主
な
活
動

予
定
に
つ
い
て
検
討
し
、
全
国
高
齢
者
集
会
、
全

国
事
務
局
長
会
議
、重
点
政
策
実
現
院
内
集
会
の

開
催
日
程
と
内
容
な
ど
を
決
定
し
ま
し
た
。ま
た

退
職
者
連
合
と
し
て
初
め
て
と
な
る
「
新
春
の
集

い
」（
旗
開
き
）
を
一
月
二
〇
日
に
催
す
こ
と
も

確
認
し
ま
し
た
。 

 

 
続
い
て
衆
議
院
解
散
・
総
選
挙
に
触
れ
「
大

義
の
な
い
手
前
勝
手
解
散
だ
」
と
厳
し
く
批

判
。「
消
費
税
一
〇
パ
ー
セ
ン
ト
へ
の
再
引
き

上
げ
の
先
送
り
に
つ
い
て
国
民
に
信
を
問
う

と
言
っ
て
い
る
が
、
安
倍
首
相
の
ね
ら
い
は

違
う
と
こ
ろ
に
あ
る
。
政
治
の
不
祥
事
や
経

済
政
策
の
失
敗
、
国
民
の
声
を
無
視
し
て
の

特
定
秘
密
保
護
法
や
集
団
的
自
衛
権
行
使
容

認
の
強
行
な
ど
、
解
散
に
よ
っ
て
リ
セ
ッ
ト

し
よ
う
と
し
て
い
る
」
と
し
、「
民
主
党
に
は
、

こ
う
し
た
安
倍
首
相
の
政
治
姿
勢
を
追
及
し

あ
な
た
の
一
票
で
安
心
の
社
会
保
障
制
度
実
現
へ 

 

あ
い
さ
つ
に
立
っ

た
阿
部
保
吉
会
長
は
、

冒
頭
、
沖
縄
県
知
事
選

挙
で
の
翁
長
雄
志
候

補
の
勝
利
に
つ
い
て

祝
意
を
述
べ
、
沖
縄
県

高
退
連
の
奮
闘
を
ね

ぎ
ら
い
ま
し
た
。 

阿
部
会
長 

「民
主
党
の
力
を
回
復
す
る
チ
ャ
ン
ス
だ
」 

 

て
ほ
し
い
」
と
注
文
し
ま
し
た
。
合
わ
せ
て
「
民
主

主
党
の
議
席
回
復
を
実
現
す
る
チ
ャ
ン
ス
だ
」
と
の

の
期
待
も
表
明
し
ま
し
た
。 

阿
部
会
長 

退職者連合８０万会員の力合わせを 

さ
ら
に
阿
部
会
長
は
、
退
職
者
連

合
八
○
万
会
員
に
対
し
て
「
必
勝
に

向
け
、
選
挙
戦
を
全
力
で
取
り
組
も

う
」
と
檄
を
飛
ば
し
、
必
ず
投
票
に

行
く
よ
う
呼
び
か
け
ま
し
た
。
と
く

に
地
方
退
職
者
連
合
に
対
し
「
現
・

退
一
致
で
選
挙
が
で
き
る
態
勢
づ
く

り
」
を
求
め
ま
し
た
。 

▲総選挙闘争への意思統一を固めた第２回幹事会。
（11月18日、連合本部） 

 

棄権は危険。 
必ず投票に行こう！ 
○投票日は、12月 14日(日) 

○当日無理なら期日前投票しましょう。 

http://tr.jtuc-rengo/


2014年 11月 21日（金） NO192号   ふれあい速報                         (2） 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

野
田
さ
ん
、
新
田
さ
ん
、
竹
島
さ
ん
、
軍
司
さ
ん
を
承
認 

 

役
員
補
選
で
は
、役
員
選
考
委
員
会
の
竹
田

邦
明
委
員
長
（
幹
事
・
日
退
教
）
が
第
四
回
役

員
選
考
委
員
会
の
報
告
を
行
い
、候
補
者
を
提

案
し
ま
し
た
。
そ
の
結
果
、
第
一
七
回
総
会
以

降
欠
員
と
な
っ
て
い
た
事
務
局
次
長
に
野
田

那
智
子
さ
ん
（
自
治
退
推
薦
）
が
、
一
二
月
一 

日
か
ら
退
職
者
連
合
事
務
局
に
就
任
す
る
こ

と
が
承
認
さ
れ
ま
し
た
。 

ま
た
、
幹
事
の
交
代
で
は
、
新
田
晃
久
さ
ん

（
林
退
会
）
と
竹
島
幸
紀
さ
ん
（
全
た
ば
こ
退

職
者
の
会
）
が
新
し
く
就
任
。
軍
司
源
次
さ
ん

（
全
た
ば
こ
退
職
者
の
会
）が
新
監
査
に
な
り

ま
し
た
。 

 

新役員の顔紹介 

野田那智子事務局次長 

新田晃久幹事 

竹島幸紀幹事 

＜第２回幹事会議題＞ 

Ⅰ．承認事項 

 １．役員（事務局次長）の補選について 

２．幹事の交代について 

３．監査の交代について 

Ⅱ．報告事項 

１. 2014全国高齢者集会について 

２. 全国高齢者集会の収支決算と予備費の支出に

ついて 

３. 全国組織代表者会議について 

４. 社民党に対する政策・制度要請について 

５. 民主党税制改定ヒアリングについて 

６. 第２～４回組織強化委員会・第２回規約等検 

討委員会について 

７．第３回役員選考委員会について 

８．第４回役員選考委員会について 

９. 中央・地方・ブロック総会・学習会等派遣に

ついて 

10. ふれあい情報の発行について 

11. 連合、その他の集会・会議等について 

Ⅲ．協議事項 

１．専門委員会委員の交代について 

２. 2015全国高齢者集会の開催について 

３. 全国事務局長会議の開催について 

４．重点政策要求実現院内集会（仮称）の開催に

ついて 

５．退職者連合「新春の集い」の開催について 

６．連合が主催する大衆行動への参加について 

７．退職者連合旅費規定の一部改定について 

2015全国高齢者集会は 

9月 15日（火）に 

2015全国高齢者集会は、9月15日

（火）13:00から東京・日比谷公会堂

を会場に 2 千人規模で開催すること

が決定されました。内容は、例年通

り集会とデモ行進を行う予定です。 

 

 

2015年前半の主な日程 
（１）全国事務局長会議の開催について 
 と き 2月17日（火）13:00～ 
ところ ホテルラングウッド 

 内 容 組織関係（組織拡大の取り組み、退職者連合規約検 
討状況）、当面する重要政策課題への取り組み、ほか    

（２）重点政策要求実現院内集会（仮称）の開催について 
と き 2月18日（水）9:30～11:45 
ところ 参議院議員会館会議室（予定） 
内 容 当面する重要政策課題への取り組み（仮称）、ほか 

（３）退職者連合「新春の集い」の開催について 
と き 1月20日（火）17:00～ 
ところ 連合会館3階Ａ・Ｂ会議室 

  規 模 110 名（役員・幹事、関東地区構成組織代表者、関
東地区地方退職者連合代表者、連合関係者、中
央労福協、労金協会、全労済、その他） 

その他 当日は15:00から第 3回幹事会開催。前半 15:00か 
ら１時間の予定で、警視庁犯罪防止対策本部前副本 
部長・滝澤依子警視長による「特殊詐欺根絶に向け 
て」の講演会を行います。 

 

 

幹
事
会
で
承
認
後
、
野
田
さ
ん
、
新
田
さ
ん
、

竹
島
さ
ん
は
そ
れ
ぞ
れ
就
任
の
あ
い
さ
つ
を
し
ま

し
た
（
写
真
）。
な
お
、
軍
司
さ
ん
は
当
日
、
出
席

さ
れ
て
お
り
ま

せ
ん
で
し
た
の

で
、
あ
ら
た
め

て
ご
紹
介
し
ま

す
。 
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鳥
取
高
退
連
の
取
り
組
み
の
中
か
ら
見
え
て

く
る
も
の
は
、
退
職
者
連
合
が
め
ざ
す
地
域
・
地

区
活
動
の
一
つ
の
姿
で
す
。 

人
生
九
○
年
時
代
を
向
か
え
、
元
気
な
高
齢
者

や
退
職
者
が
、
住
み
慣
れ
た
地
域
で
集
う
意
義
に

は
三
つ
あ
り
ま
す
。 

第
一
は
、
趣
味
や
ス
ポ
ー
ツ
の
交
流
・
親
睦
な

ど
余
暇
活
動
を
通
し
た
「
文
化
的
で
健
康
的
な
暮

ら
し
」
の
充
実
で
す
。
第
二
は
、
生
涯
現
役
と
し

て
「
社
会
に
役
立
ち
た
い
」
と
の
思
い
を
実
現
す

る
こ
と
で
す
。
身
近
な
場
所
で
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

活
動
は
、
社
会
貢
献
と
し
て
「
生
き
が
い
づ
く
り
」

と
な
っ
て
い
ま
す
。
し
か
も
こ
う
し
た
活
動
は
、

生
活
し
て
い
る
地
域
（
地
元
）
で
生
涯
に
わ
た
っ

て
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
「
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
＝
地
域

づ
く
り
」
に
も
つ
な
が
っ
て
い
き
ま
す
。
第
三
に

は
、
医
療
や
介
護
、
ま
ち
づ
く
り
な
ど
地
方
行
政

に
高
齢
者
や
退
職
者
の
声
を
積
極
的
に
意
見
反

映
さ
せ
て
い
る
こ
と
で
す
。
そ
の
た
め
の
学
習
会

を
し
っ
か
り
開
く
こ
と
も
大
切
で
す
。 

こ
う
し
た
意
義
を
退
職
者
連
合
で
は
、「
生
き

が
い
づ
く
り
」「
健
康
寿
命
づ
く
り
」「
仲
間
づ
く

り
」「
地
域
づ
く
り
」
＝
「
四
つ
の
お
達
者
づ
く

り
」
と
呼
ん
で
い
ま
す
。 

 

「生
活
の
場
＝
地
域
で
の
活
動
」か
ら
見
え

て
く
る
も
の 

 

民主党と院内・外を貫く共闘で 派遣法改悪阻止へ 

 

 

派遣法改悪阻止に向けて重要

なことは、「改正案」を審議して

いる衆院厚労委で奮闘している

民主党などとの連携です。院内で

の民主党の闘いと院外での連合

の闘いをつなぎ、社会的に大きな

運動にして行くことが、改悪阻止

を実現する力となります。この日

も、衆参・厚労委の委員をはじめ

とする民主党議員が多数駆けつ

けました。民主党の枝野幸男幹事

長は「この“稀代の悪法”をなん

とかして廃案に持っていこう」と

連合や退職者連合の仲間に訴え

ました。 

 

 

当日は、派遣法改悪に反対する日本弁

護士連合会（日弁連）の石田法子副会長

が激励参加。あいさつで「女性の活躍を

阻むこの法案を、廃案に持ってかなけれ

ばならない」と応援演説を行い、「これ

を国民的な動きにしていこう」と力強く

呼びかけました。 

 

   

 

 
臨時国会の焦点である労働者派遣法改悪を阻止す

るため、国会前座り込みや、衆議院厚生労働委員会

傍聴行動など、連続した行動を取り組んできた連合

は、自公の厚労委員会強行で緊張する中、11 月 12

日昼、国会議事堂前で緊急集会を開催。衆議院第２

議員会館前には、連合組合員約 350 名が結集し、国

会へ向けて改悪反対の声をあげました。 

退職者連合も要請に応じ、菅井義夫事務局次長を

はじめ会員10人が参加しました。 

集会では、連合の神津里季生事務局長が「この法

案は、働くもの一人ひとりの生活と命に関わる部分

が考慮されていない」と怒りの声をあげ、参加者に

檄を飛ばしました。 

 

退職者連合も 10人参加 

 

350人結集！連合が国会前緊急集会 

 

枝野幹事長「悪法

を廃案へ」訴え 
 

（編集部）11月21日の衆議院解散により「派遣法改悪法案」

は、審議未了により廃案となりました。しかし安倍政権は、

来年の通常国会に再提出の動きを見せており、引き続き連合

とともに改悪阻止の闘いを取り組みます。 

「国民的な動きで廃案へ」 

日弁連が連帯あいさつ 
 

 ▲国会前で派遣法改悪反対を訴える新谷信幸・連合総合労働局長と神津

事務局長（右2人目）。左は、枝野幹事長。（11月12日、永田町） 

▼
写
真
右
は
、
連
合
の
緊
急
要
請
に
応
じ
、
馳 

せ
参
じ
た
退
職
者
連
合
の
仲
間
た
ち
。 
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街宣行動で「カジノ解禁法」廃案訴え 
                  

 

11月 11日（火）、東京・有楽町駅前で「カジノ解禁推

進法案の廃案」を求める街頭宣伝行動が行われました。

カジノ賭博合法化に反対する日弁連が主体となって行っ

たもので、日弁連の弁護士とともに、主婦連や消費生活

アドバイザー・コンサルタント協会、サラ金被害者連絡

協議会、ジャーナリスト、司法書士など、カジノ解禁に

反対する多様な団体・個人が参加しました。退職者連合

からは菅井義夫事務局次長が参加しました。 

 宣伝カーの上でマイクを握った菅井次長は「カジノは

人の心を蝕み、暮らしを破壊する麻薬と同じ。安倍総理

はこれを経済成長の目玉と位置付け、推進派の国会議員

や胴元投資家たちはこの麻薬を合法化しようと躍起にな

っている。何とも筋の悪い経済対策であり、ここに怪し

げなアベノミクスの本質が見え隠れしている」と述べて、

何としてもカジノ解禁推進法案を廃案に持ち込もうと訴

えました。 

  

主催：日弁連 

 
カジノは人の心を蝕み、暮らしを破壊する

麻薬と同じ （菅井事務局次長） 

宣
伝
カ
ー
か
ら
カ
ジ
ノ
反
対
を
訴
え
る
退
職
者
連
合
の
菅
井

事
務
局
次
長
。
右
か
ら
全
国
カ
ジ
ノ
賭
博
場
設
置
反
対
連
絡
協

議
会
代
表
幹
事
・新
里
宏
二
弁
護
士
、
元
日
弁
連
会
長
の
宇
都
宮

健
二
弁
護
士
。
（一
一
月
一
一
日
、
都
内
・有
楽
町
駅
前
） 

▲プラカードで訴

える参加者。 

（編集部）カジノ解禁推進法案は 11月21日の衆議院

解散により審議未了、廃案となりました。しかし安倍

政権は、来年の通常国会に再提出の構えを見せてお

り、引き続き闘っていく必要があります。 

 


